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国
連
の
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」が
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
を
評
価
し
た
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
さ
ら
に
、
地
域
別
の
影
響
を
今

回
初
め
て
詳
し
く
分
析
し
、
今
秋
に
発
表
す
る
全
体
報
告
に
盛
り
込
む
予
定
で
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
の
氷
河
が
大
規
模
に
融
解
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
ア
ジ
ア
地
域
の
被
害
予
測

も
明
ら
か
に
な
る
見
通
し
だ
。
同
予
測
は
現
段
階
の
草
案
で
、
農
業
生
産
が
二
○
二
○

年
代
に
一
割
減
少
す
る
な
ど
と
し
て
い
る
。

◇
「
空
前
」
の
事
態

草
案
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

の
氷
河
が
「
空
前
」
の
融
解

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
実
態
を

詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

例
え
ば
ガ
ン
ジ
ス
川
源
流

の
氷
河
は
、
最
近
十
六
年
間

に
三
百
七
十
㍍
も
山
頂
に
向

か
っ
て
後
退
。
他
の
氷
河
で

は
六
百
五
十
㍍
後
退
し
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。
氷
河
の
融
解

で
洪
水
が
増
え
る
一
方
、
氷

河
が
消
失
し
た
後
は
、
水
源

と
す
る
河
川
の
水
量
が
大
き

く
減
少
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
永
久
凍
土
の
融
解

も
深
刻
で
、
研
究
結
果
に
よ

る
と
、
シ
ベ
リ
ア
東
部
の
凍

土
中
の
温
度
は
年
間
○
・
○

三
度
上
昇
。
永
久
凍
土
は
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

と
比
べ
て
約
二
十
倍
の
温
室

効
果
が
あ
る
メ
タ
ン
を
大
量

に
蓄
積
し
て
い
る
。
融
解
す

る
と
メ
タ
ン
を
大
気
中
に
放

出
し
、
地
球
温
暖
化
を
加
速

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

草
案
は
ア
ジ
ア
の
農
業
生

産
に
つ
い
て
、
二
○
五
○
年

代
に
は
最
大
で
三
割
減
少
す

る
と
の
予
測
も
示
し
、
途
上

国
で
一
億
三
千
万
人
が
新
た

に
飢
餓
状
態
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

◇
南
東
北
以
南
で
コ
メ
減

収
も日

本
国
内
で
猛
暑
の
夏
日

が
増
加
し
て
い
る
状
況
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。
国
内
の
ブ

ナ
林
の
九
割
が
、
今
世
紀
末

ま
で
に
消
滅
す
る
と
の
研
究

も
示
し
た
。

草
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
研
究
で
も
、
温
暖
化
が

国
内
の
各
方
面
に
影
響
を
与

え
る
の
は
確
実
視
さ
れ
て
い

る
。
農
水
省
の
報
告
な
ど
に

よ
る
と
、
東
北
地
方
南
部
以

南
の
地
域
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

生
産
量
が
減
る
と
予
測
さ

れ
、
栽
培
方
法
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

中
・
四
国
地
方
で
の
リ
ン
ゴ

の
栽
培
が
難
し
く
な
る
ほ

か
、
茶
葉
の
収
穫
量
が
減
少

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
海
面
が
十
五
㌢

上
昇
す
る
と
、
全
国
の
漁
港

で
合
わ
せ
て
九
千
五
百
億
円

の
護
岸
工
事
費
用
が
必
要
に

な
る
と
の
調
査
報
告
も
あ

る
。◇

「
政
策
決
定
者
」
向
け

文
書Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
今
回
ま
と
め

た
報
告
書
は
、
各
国
の
「
政

策
決
定
者
」
に
向
け
た
文
書

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

世
界
最
大
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
国
で
、
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
京
都
議
定
書
か
ら
脱

退
し
た
米
国
や
、
議
定
書
で

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
な
い
中
国
や

イ
ン
ド
な
ど
も
対

象
と
し
て
い
る
。

議
定
書
に
規
定

の
な
い
二
○
一
三

年
以
降
の
次
期
枠
組
み
（
ポ

ス
ト
京
都
）
を
議
論
す
る
国

際
交
渉
が
今
後
、
本
格
化
す

る
。
途
上
国
に
も
排
出
削
減

を
求
め
た
い
先
進
国
と
、
先

進
国
の
責
任
を
主
張
す
る
途

上
国
が
対
立
す
る
構
図
の
中

で
、
同
報
告
書
は
今
後
の
議

論
に
当
た
っ
て
の
科
学
的
知

見
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

地
球
の
危
機
に
緊
急
警
報
が
鳴
っ
て

い
る
。
こ
う
言
っ
て
も
決
し
て
大
げ
さ

で
は
な
い
深
刻
な
報
告
書
が
、
ブ
リ
ュ

ッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
た
国
連
の
「
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
）」の
第
二
作
業
部
会
で
六
日
、
採

択
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
国
連
の
安
全
保
障
理

事
会
は
十
七
日
、
紛
争
予
防
の
観
点
か

ら
異
例
の
会
合
を
開
く
。
温
暖
化
の
最

大
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
主
要
排
出
国
で
あ
り
な

が
ら
、
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
京
都
議

定
書
に
加
盟
し
て
い
な
い
米
国
や
中
国

な
ど
が
方
針
転
換
し
、
前
向
き
に
取
り

組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

数
百
万
人
が
毎
年
洪
水
経
験

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
公
表
の
報
告
書
に
よ
る

と
、
氷
河
の
融
解
や
海
岸
浸
食
な
ど
の

変
化
が
既
に
表
れ
て
い
る
。
氷
河
の
融

解
が
進
む
と
、
太
平
洋
な
ど
の
島
国

で
、
高
潮
や
洪
水
の
起
き
る
危
険
性
が

増
す
。

ま
た
、
永
久
凍
土
地
帯
で
の
地
盤
が

不
安
定
に
な
る
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

よ

り
も
約
二
十
倍
も
温
室
効
果
の
大
き
い

メ
タ
ン
が
、
永
久
凍
土
の
融
解
で
、
よ

り
大
量
に
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
兆
候

が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

平
均
気
温
が
一
九
九
〇
年
比
で
、

二
、
三
度
を
超
え
て
上
昇
し
た
場
合
に

は
、
地
球
上
の
沿
岸
部
湿
地
の
約
３０
％

が
失
わ
れ
、
数
百
万
人
が
毎
年
、
洪
水

を
経
験
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
、
一
・
五
#
二
・
五
度
超
の
気

温
上
昇
に
よ
り
、
最
大
三
割
の
生
物
種

が
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い

う
。
二
、
三
度
の
上
昇
で
、
サ
ン
ゴ
礁

の
大
半
が
白
化
。
陸
上
の
生
態
系
の
最

大
四
割
が
影
響
を
受
け
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
約
一
度
の
上
昇
で
、
水
不

足
の
被
害
を
受
け
る
人
口
が
、
数
億
人

増
加
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

報
告
書
の
予
測
は
ま
だ
続
く
。
農
作

物
の
生
産
量
は
、
気
温
の
低
い
高
緯
度

地
域
で
増
加
す
る
一
方
、
低
緯
度
地
域

で
は
気
温
上
昇
に
適
応
で
き
な
い
作
物

が
増
え
、
飢
餓
の
危
険
が
増
大
す
る
と

予
測
し
て
い
る
。
気
温
上
昇
が
三
度
を

超
え
る
と
、
世
界
全
体
の
生
産
量
が
減

少
に
転
じ
る
と
い
う
。

ま
た
、
今
世
紀
中
に
森
林
な
ど
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
力
が
落
ち
、
温
暖
化

が
加
速
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。
さ
ら

に
、
感
染
症
が
増
え
、
熱
波
や
洪
水
、

乾
燥
に
よ
る
罹
患
（
り
か
ん
）
率
が
増

え
る
こ
と
な
ど
も
指
摘
し
た
。

し
か
も
、
温
暖
化
の
進
行
の
分
析
を

担
当
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
一
作
業

部
会
は
先
に
、
今
世
紀
末
に
地
球
の
平

均
気
温
が
最
大
で
六
・
四
度
上
昇
す
る

と
の
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
の
だ
。

地
球
の
危
機
的
状
況
を
回
避
す
る
こ

と
は
、
人
類
全
体
が
共
有
す
る
テ
ー
マ

の
は
ず
で
あ
る
。
関
係
諸
国
は
即
刻
、

対
処
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
、今
回
、報
告
書
の
表
記
を
め
ぐ
り
、

温
暖
化
対
策
に
積
極
的
な
日
本
や
欧
州

と
、
消
極
的
な
中
国
、
米
国
な
ど
が
対

立
し
、
多
く
の
個
所
で
深
刻
な
数
字
が

削
除
ま
た
は
あ
い
ま
い
に
さ
れ
た
。

国
連
安
保
理
で
は
、
海
面
上
昇
に
よ

る
地
形
変
化
で
国
境
紛
争
が
発
生
す
る

可
能
性
な
ど
安
全
保
障
に
及
ぼ
す
影
響

を
列
挙
し
、
「
国
際
の
平
和
と
安
全
の

維
持
と
回
復
」（
国
連
憲
章
三
九
条
）
の

た
め
議
論
を
深
め
た
い
と
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
も
中
国
や
京
都
議
定
書

か
ら
離
脱
し
た
米
国
は
消
極
姿
勢
を
示

唆
し
て
い
る
。

日
本
は
指
導
力
の
発
揮
を

技
術
力
を
持
ち
環
境
対
策
に
前
向
き

な
日
本
だ
が
、
ま
ず
は
二
〇
〇
八
年
か

ら
一
二
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
６
％
削
減
す
る
と
い
う
京
都
議
定

書
の
公
約
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
は
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
と
連
携
し
、
一
三
年
以
降
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
な
ど
を
定
め

る
「
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
」
の
枠
組
み

の
中
に
、
米
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど

を
参
加
さ
せ
、
実
証
可
能
な
形
で
削
減

を
実
行
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

深深
刻刻
なな
アア
ジジ
アア
のの
温温
暖暖
化化
影影
響響
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

報
告
書

農農
業業
生生
産産
２２００２２００
年年
にに
１１
割割
減減

大
げ
さ
で
は
な
い
地
球
の
危
機

国国
連連
温温
暖暖
化化
報報
告告

ヒマラヤ山脈の氷河融解
配
偶
者
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
対

策
を
検
討
し
て
き
た
与
党
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
座
長

・
南
野
知
恵
子
元
法
相
）
は

こ
の
ほ
ど
、
配
偶
者
暴
力
防

止
法
・
被
害
者
保
護
法
改
正

案
の
概
要
を
ま
と
め
た
。
!

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る

被
害
者
と
の
接
触
を
禁
止
す

る
"
暴
力
を
振
る
う
な
ど
と

脅
迫
す
る
行
為
も
保
護
対
象

に
加
え
る$

$

な
ど
が
柱

で
、
同
チ
ー
ム
は
野
党
に
も

協
力
を
呼
び
掛
け
、
議
員
立

法
と
し
て
今
国
会
に
提
出
し

た
い
考
え
だ
。

現
行
法
で
は
、
加
害
者
に

接
近
禁
止
や
退
去
な
ど
の
命

令
が
出
せ
る
の
は
、
!
被
害

者
が
身
体
へ
の
暴
力
を
受
け

た
場
合
"
暴
力
で
生
命
・
身

体
に
重
大
な
危
害
を
受
け
る

恐
れ
が
大
き
い
場
合$

$

な

ど
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
電
話
、
メ
ー
ル
な
ど

に
よ
る
「
追
跡
」
を
受
け
る

ケ
ー
ス
な
ど
が
多
い
た
め
、

保
護
対
象
と
な
る
事
例
を
拡

大
し
た
。

概
要
は
、
政
府
の
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
専

門
調
査
会
」
が
今
年
三
月
に

ま
と
め
た
報
告
書
を
踏
ま
え

て
作
成
し
た
。
現
在
は
、
被

害
者
本
人
と
同
居
の
未
成
年

者
に
限
ら
れ
て
い
る
保
護
対

象
を
被
害
者
の
親
族
や
友
人

に
も
拡
大
。
被
害
者
の
一
時

避
難
な
ど
に
取
り
組
む
民
間

団
体
へ
の
財
政
支
援
を
可
能

と
す
る
規
定
も
盛
り
込
ん

だ
。

電
話
・
メ
ー
ル
も
禁
止

与
党
Ｐ
Ｔ
が
Ｄ
Ｖ
法
改
正
案

【
ア
ジ
ア
】
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
氷
河
融
解
で
、
今
後
二

十－

三
十
年
以
内
に
水
資
源
の
崩
壊
が
さ
ら
に
進
行

【
ア
フ
リ
カ
】
二
○
二
○
年
ま
で
に
七
千
五
百
万－

二

億
五
千
万
人
に
水
不
足
の
被
害

【
オ
セ
ア
ニ
ア
】
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ
ー
ト
バ
リ

ア
リ
ー
フ
を
含
め
、
二
○
二
○
年
代
ま
で
に
生
物
種
の
消

滅
が
深
刻
化

【
欧
州
】
南
部
で
生
活
用
水
の
減
少
や
森
林
火
災
の
増

加
な
ど
の
悪
影
響
。
北
部
で
も
気
温
上
昇
が
続
く
と
被
害

が
発
生

【
南
米
】
土
壌
中
の
水
分
減
少
な
ど
で
、
今
世
紀
半
ば

ま
で
に
ア
マ
ゾ
ン
東
部
の
熱
帯
雨
林
が
サ
バ
ン
ナ
に
徐
々

に
変
化

【
北
米
】
農
作
物
生
産
量
が
今
世
紀
前
半
に
５－

２０
％

増
加

一
、
生
態
系
へ
の
影
響
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
９０
％
で
出
現

一
、
氷
河
や
永
久
凍
土
の
融
解
が
進
行
す
る
な
ど
、
物
理

的
に
は
観
測
デ
ー
タ
の
９４
％
で
影
響
が
出
現

一
、
飲
用
水
や
生
活
用
水
は
、
中
緯
度
地
域
や
乾
燥
熱
帯

地
域
の
多
く
で
今
世
紀
半
ば
ま
で
に
一－

三
割
減
少

一
、
サ
ン
ゴ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
海
面
温
度
が
一
度
上
昇
す

る
と
白
化

一
、
世
界
の
農
業
生
産
量
は
、
三
度
を
超
え
る
気
温
上
昇

で
減
少
に
転
換

一
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
デ
ル
タ
地
帯
を
中
心
に
、
二

○
八
○
年
代
に
は
海
面
上
昇
に
伴
う
洪
水
が
発
生

一
、
気
温
上
昇
が
二－

三
度
以
上
と
な
っ
た
場
合
、
世
界

的
に
経
済
的
な
損
失
が
発
生

温
暖
化
影
響
の
地
域
別
概
略

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
の
骨
子

◆
１
面
の
「
英
語
こ
と
わ

ざ

ク

イ

ズ
」
の

正

解

は

「
２
」
で
す
。

５
日
（
木
）
参
院
福
島
・

沖
縄
補
選
が
告
示

７
月
の

参
院
選
の
前
哨
戦
と
な
る
参

院
福
島
、
沖
縄
補
選
は
と
も

に
昨
年
１１
月
の
両
県
知
事
選

へ
の
野
党
系
参
院
議
員
の
出

馬
に
伴
う
も
の
。
両
補
選
と

も
新
人
の
争
い
と
な
る
。

６
日
（
金
）
日
本
版
Ｎ
Ｓ

Ｃ
法
案
を
閣
議
決
定

Ｎ
Ｓ

Ｃ
の
創
設
は
、
首
相
官
邸
主

導
の
外
交
・
安
保
戦
略
の
立

案
が
狙
い
で
、
首
相
が
議
長

を
務
め
、
メ
ン
バ
ー
も
官
房

長
官
と
外
務
、
防
衛
の
３
閣

僚
に
絞
り
、
迅
速
な
意
思
決

定
を
可
能
に
す
る
も
の
で
、

今
国
会
の
成
立
を
目
指
す
。

２
日
（
月
）
米
韓
、
Ｆ
Ｔ

Ａ
締
結
で
合
意

米
韓
両
政

府
は
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
締
結
で
合
意
。
焦
点
の

自
動
車
分
野
で
は
米
国
が
自

動
車
部
品
と
排
気
量
３
０
０

０
㏄
以
下
の
乗
用
車
に
課
し

て
い
る
関
税
を
協
定
発
効
後

直
ち
に
撤
廃
。
農
産
物
分
野

で
は
韓
国
側
が
牛
肉
の
関
税

を
１５
年
で
段
階
的
に
撤
廃
す

る
。
コ
メ
は
協
定
か
ら
除
外

す
る
。

４
日
（
水
）
金
融
庁
、
三

和
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
業
務
停

止
命
令

金
融
庁
は
消
費
者

金
融
準
大
手
の
三
和
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
対
し
、
今
月
２３
日

か
ら
６
月
４
日
ま
で
の
４３
日

間
、
全
店
舗
の
業
務
を
停
止

す
る
よ
う
命
じ
た
。
債
務
者

の
親
族
に
返
済
の
肩
代
わ
り

を
迫
る
な
ど
、
貸
金
業
規
制

法
に
違
反
す
る
行
為
が
本
社

や
支
店
で
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
し
た
た
め
。

１
日
（
日
）
ネ
パ
ー
ル
暫

定
政
府
が
発
足

ネ
パ
ー
ル

暫
定
議
会
の
諸
政
党
は
暫
定

政
府
の
閣
僚
ポ
ス
ト
配
分
で

合
意
に
達
し
、
２２
閣
僚
か
ら

成
る
同
政
府
が
発
足
し
た
。

首
班
は
旧
政
府
の
コ
イ
ラ
ラ

首
相
（
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
）

で
、
同
派
や
統
一
共
産
党
、

旧
反
政
府
勢
力
の
共
産
党
毛

沢
東
主
義
派
な
ど
が
暫
定
議

会
の
議
席
数
に
応
じ
て
閣
僚

ポ
ス
ト
を
得
た
。

２
日
（
月
）
南
太
平
洋
の

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
付
近
で
大
地

震
、
死
者
１２
人

南
太
平
洋

の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
付
近
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）８
・
０

の
強
い
地
震
が
発
生
し
た
。

同
国
政
府
は
、１２
人
の
死
亡

を
確
認
し
た
と
発
表
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
大
統
領
が

議
会
解
散
命
令

ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ユ
ー
シ
ェ
ン
コ
大
統
領

は
、
議
会
解
散
と
５
月
２７
日

の
繰
り
上
げ
総
選
挙
実
施
を

命
じ
た
大
統
領
令
に
署
名
し

た
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
ヤ
ヌ
コ
ビ
ッ
チ
内

閣
は
大
統
領
令
を
拒
否
す
る

と
宣
言
。
内
閣
を
支
持
す
る

与
党
連
合
も
議
会
活
動
を
継

続
す
る
と
の
決
議
を
採
択

し
、
全
面
対
決
の
姿
勢
を
打

ち
出
し
た
。

４
日
（
水
）
英
兵
１５
人
を

即
時
釈
放

イ
ラ
ン
の
ア
ハ

マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領

は
、
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
で
記
者

会
見
し
、
イ
ラ
ン
領
海
を
侵

犯
し
た
と
し
て
３
月
２３
日
に

拘
束
し
た
英
兵
１５
人
に
恩
赦

を
与
え
、
直
ち
に
釈
放
す
る

と
発
表
し
た
。
解
放
さ
れ
た

英
兵
１５
人
は
、
５
日
昼
、
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ア
ウ
ェ

イ
ズ
機
で
ロ
ン
ド
ン
の
ヒ
ー

ス
ロ
ー
空
港
に
到
着
し
た
。

１
日
（
日
）
日
本
新
で
銀

－

男
子
四
百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
・
世
界
水
泳

水
泳
の

第
１２
回
世
界
選
手
権
最
終
日

（
豪
州
シ
ド
ニ
ー
）
の
男
子

四
百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
決

勝

で
、
日

本
（
森

田
、
北

島
、
山
本
、
細
川
）
は
３
分

３５
秒
１６
の
日
本
新
記
録
で
２

位
に
。
日
本
の
同
種
目
銀
メ

ダ
ル
は
五
輪
、
世
界
選
手
権

を
通
じ
て
最
高
。
優
勝
は
、

豪
州
。

３
日
（
火
）
千
草
社
長
が

取
締
役
降
格－

関
西
テ
レ
ビ

「
発
掘
！
あ
る
あ
る
大
事

典
Ⅱ
」
の
デ
ー
タ
捏
造
（
ね

つ
ぞ
う
）
問
題
で
関
西
テ
レ

ビ
は
、
臨
時
取
締
役
会
を
開

き
千
草
宗
一
郎
社
長
（
６３
）

が
辞
任
し
て
取
締
役
に
降

格
。
後
任
に
片
岡
正
志
常
務

（
６２
）
を
決
め
た
。
ま
た
、

フ
ジ
テ
レ
ビ
出
身
の
出
馬
迪

男
会
長
ら
が
月
額
報
酬
の
２０

％
を
３
カ
月
間
、
全
取
締
役

・
監
査
役
が
今
夏
の
役
員
賞

与
を
自
主
返
上
す
る
。

高
松
塚
古
墳
、
石
室
解
体

へ
本
格
作
業

奈
良
県
明
日

香
村
の
特
別
史
跡
・
高
松
塚

古
墳
で
、
国
宝
の
極
彩
色
壁

画
を
保
存
す
る
た
め
、
石
室

の
解
体
作
業
が
始
ま
っ
た
。

４
日
（
水
）
イ
ー
ジ
ス
艦

中
枢
情
報
持
ち
出
し－

海
自

二
等
海
曹

海
上
自
衛
隊
第

一
護
衛
隊
群
（
神
奈
川
県
横

須
賀
市
）
の
護
衛
艦
「
し
ら

ね
」
の
二
等
海
曹
（
３３
）

が
、
イ
ー
ジ
ス
艦
の
デ
ー
タ

な
ど
を
持
ち
出
し
た
問
題

で
、
デ
ー
タ
の
中
に
は
性
能

の
中
枢
と
な
る
「
イ
ー
ジ
ス

シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
情
報

も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
二
曹
は
外
部
へ
の

情
報
提
供
は
否
定
。
「
情
報

は
同
僚
か
ら
も
ら
っ
た
」
な

ど
と
説
明
し
た
。

北
朝
鮮
、
子
供
２
人
拉
致

の
疑
い－

警
察
当
局

１
９

７
３
年
、
埼
玉
県
上
福
岡
市

（
現
ふ
じ
み
野
市
）の
渡
辺
秀

子
さ
ん＝
失
跡
当
時（
３２
）＝

と
２
人
の
子
供
が
東
京
に
行

っ
た
ま
ま
行
方
不
明
に
な
っ

た
問
題
で
、
警
視
庁
と
兵
庫

県
警
は
子
供
２
人
が
北
朝
鮮

に
拉
致
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る

と
し
て
、
国
外
移
送
目
的
略

取
容
疑
な
ど
で
捜
査
本
部
を

設
置
す
る
方
針
を
固
め
た
。

３月３１日（土）!４月６日（金）
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